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マグネシウム
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マグネシウム（方法別）

測定方法 施設数 施設％ 平均 SD CV%

色素法 37 35.6
S-1 3.48 0.08 2.3

S-2 2.30 0.09 3.9

酵素法 67 64.4
S-1 3.43 0.07 2.0

S-2 2.18 0.05 2.4

全体 104 100
S-1 3.43 0.08 2.2

S-2 2.22 0.09 3.9

WET



マグネシウム解析結果

１．測定法は色素法が 35.6%、酵素法が 64.4%であった。

２．全体のCV%は試料S-1で 2.2%、試料S-2で 3.9%であった。

3.評価結果

WET

名称 件数 評価A 評価A％ 評価B 評価B％ 評価C 評価C％ 評価D 評価D％

S-1 104 103 99.0 - - 1 1.0 0 0.0

S-2 104 103 99.0 1 1.0 0 0.0 0 0.0



マグネシウム(DRY)
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血清鉄
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血清鉄（方法別）

測定方法 施設数 施設％ 平均 SD CV%

Ｎｉｔｒｏｓｏ-ＰＳＡＰ法 130 86.7
S-1 90.4 2.32 2.6

S-2 148.1 3.14 2.1

バソフェナントロリン法 17 11.3
S-1 92.6 1.78 1.9

S-2 151.7 3.12 2.1

Ｆｅｒｅｎe色素法 3 2.0
S-1 86.0 2.94 3.4

S-2 144.7 3.86 2.7

全体 150 100
S-1 90.5 2.48 2.7

S-2 148.5 3.40 2.3

WET



血清鉄（機器別）
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血清鉄（機器別+試薬メーカー同一）

WET

測定機器別評価

日本電子：高値傾向
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血清鉄（標準液別
+測定機器・試薬同一）
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血清鉄
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血清鉄（標準液別
+測定機器・試薬同一）
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方法 : バソフェナントロリン法



血清鉄（標準液別
+測定機器・試薬同一）
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血清鉄(DRY)
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血清鉄解析結果
１．測定法はNitoroso-PSAP法が最も多く 86.7%、バソフェナントロリン法が

11.3%、Ferene色素法が 2.0%であった。

２．測定方法別平均値はFerene法が低値傾向、バソフェナントロリン法が
高値傾向であった。全体のCV%は試料S-1で 2.7%、試料S-2で 2.3%で
あった。

3.測定機器に特異的な高値傾向はやや改善されていた。

4．評価結果

5.DRYは3施設で、S-2の試料が反応性の違いから高値傾向であったが、A
評価の中にすべて納まったため、本年は評価することとした。

名称 件数 評価AB 評価AB％ 評価C 評価C％ 評価D 評価D％

S-1 150 146 97.3 4 2.7 0 0.0

S-2 150 148 98.7 2 1.3 0 0.0



総蛋白
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総蛋白（1試薬系・2試薬系別）
WET

測定方法 施設数 施設％ 平均 SD CV%

1試薬系 61 29.8
S-1 6.12 0.11 1.8

S-2 8.20 0.12 1.4

2試薬系 144 70.2
S-1 6.10 0.07 1.2

S-2 8.18 0.10 1.3

全体 205 100
S-1 6.10 0.09 1.4

S-2 8.19 0.11 1.3



総蛋白（DRY)
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総蛋白解析結果

１．測定系は1試薬系が 29.8%、2試薬系が 70.2%であった。

２．測定方計別平均値に差は無かった。全体のCV%は試料S-1
で1.4%、試料S-2で1.3%であった。

3．評価結果

4.DRYの結果は17施設で全てA評価であった。

名称 件数 評価A 評価A％ 評価B 評価B％ 評価C 評価C％ 評価D 評価D％

S-1 205 196 95.6 7 3.4 2 1.0 0 0.0

S-2 205 194 94.6 6 2.9 5 2.4 0 0.0

WET
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アルブミン（方法別）
WET

測定方法 施設数 施設％ 平均 SD CV%

BCP改良法 165 81.7
S-1 3.76 0.08 2.1

S-2 5.11 0.12 2.3

BCG法 34 16.8
S-1 3.82 0.09 2.2

S-2 5.08 0.10 1.9

BCP法 3 1.5
S-1 3.57 0.05 1.3

S-2 4.87 0.12 2.6

全体 202 100
S-1 3.76 0.09 2.3

S-2 5.10 0.12 2.3



アルブミン（DRY)
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アルブミン解析結果

１．測定法はBCP改良法が最も多く 81.7%、BCG法が 16.8%、
BCP法が 1.5%であった。

２．測定方法別平均値はBCP法が低値傾向であった。全体の
CV%は試料S-1で 2.3%、試料S-2で 2.3%であった。

3．評価結果

4.DRYの結果は 本年度よりアークレイの参加があった。

昨年までのオーソと富士の二極化は改善された。

名称 件数 評価A 評価A％ 評価B 評価B％ 評価C 評価C％ 評価D 評価D％

S-1 202 182 90.1 19 9.4 0 0 1 0.5

S-2 202 179 88.6 21 10.4 1 0.5 1 0.5
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